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ニュース JAFIC EYE №147 
5月のマイワシとさば類の漁況について 
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1. 太平洋側のマイワシについて 

〇道東各港： 5月 11日からさけます代替棒受網漁業が開始

された。東北沖の北上暖水の影響もあり、今年は道東沖合に

漁場ができるので昨年よりも 2週間以上早かった（昨年は 5月

29 日）。漁場は釧路南沖で、漁場の表面水温は 6℃であった

が、水深 20～30ｍの水温は 9～10℃でマイワシの漁場になっ

た。魚体組成は体重 100g 台 10％、80g 台 20～50％、60g 台

40～60％で大型魚は少なかった。価格は 30～70 円/ｋｇ台で

あった。 

 

〇石巻港： 5 月の水揚量は 4 月を下回るとともに、前年を下

回った。（前年比 48％）（表 1）。体長組成は 17cm前後主体で、

20cmにもモードが見られた（図 1）。5月も石巻は定置網による

水揚げが主体で、まき網による水揚げはなかった。 

 

表 1 石巻港における 1～5月のマイワシの水揚量（トン） 

マイワシ水揚量 2019年 2020年 前年比

1月 1,561.4 2,372.9 1.52

2月 3,796.1 4,590.8 1.21

3月 1,098.2 2,832.8 2.58

4月 3,273.3 2,905.5 0.89

5月 4,456.6 2,141.1 0.48

合計 14,185.6 14,843.1 1.05
 

           （以降水揚量出典：おさかなひろば） 

 

図 1 5月 27日石巻水揚のマイワシの体長組成 

 

〇銚子港： 5月の水揚量は 4月を下回るとともに、前年を下

回った（前年比 74％）（表 2）（図 2）。漁場は 3、4月に引き続き、

銚子沖に形成された。体長は19cm前後主体で、（図3）、体重

は 85g前後と 110g前後にモードが見られた(図 4)。4月よりさ

らに大型魚の割合が増え、産卵を終えた群が銚子沖を北上し

ていると考えられる。 

表 2 銚子港における 1～5月のマイワシ水揚量（トン） 

マイワシ水揚量 2019年 2020年 前年比

1月 10,492.3 18,067.1 1.72

2月 20,091.5 27,250.0 1.36

3月 33,884.2 24,066.7 0.71

4月 37,869.4 32,922.1 0.87

5月 33,165.5 24,592.6 0.74

合計 135,502.9 126,898.5 0.94
 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 2017～2020年の銚子港における 

マイワシ水揚量推移 

 

 

図 3 5月 29日銚子水揚のマイワシ体長組成 

 

 

図 4 5月 29日銚子水揚のマイワシ体重組成 

 



 

2.日本海側のマイワシについて 

〇境港： 4月に引き続き、隠岐海峡周辺で大・中型まき網の

操業が行われ、5月の水揚量は 4月を下回ったものの、前年

を上回った（前年比 37.6倍）。水揚量は 3月をピークに減少し

ているが、前年と比較すると好調であった。5月は同漁場でウ

ルメイワシやカタクチイワシ狙いの操業があった。 

表 3 境港における 1～5月のマイワシの水揚量（トン） 

マイワシ水揚量 2019年 2020年 前年比

1月 58.0 105.0 1.81

2月 193.0 2,823.5 14.63

3月 － 18,603.0 －

4月 391.0 3,995.6 10.22

5月 75.0 2,825.0 37.67

合計 717.0 28,352.1 39.54
 

 

3.太平洋側のさば類について 

〇石巻港： 5月の漁獲量は 4月を上回ったものの、前年を下

回った（前年比43％）（表4）。まき網による漁獲はなく、定置網、

底曳網のみであった。定置網、沖合底曳網ともに水揚物の尾

叉長は 30cm以上であった（図 5）。 

 

表 4 石巻港におけるさば類の水揚量 

さば類水揚量 2019年 2020年 前年比

1月 5,182.8 1,986.9 0.38

2月 4,153.4 5,039.4 1.21

3月 1,475.4 3,384.6 2.29

4月 795.7 547.0 0.69

5月 9,832.4 4,183.4 0.43

合計 21,439.7 15,141.3 0.71
 

 

図 5 5月 18日石巻水揚のマサバ体長組成 

 

〇銚子港： 5月の水揚量は 4月を下回ったものの、前年並で

あった（前年比93％）（表5）。銚子沖二艘巻き網と中部海区操

業一艘まき網による水揚げが主体であった。5月下旬の銚子

沖操業分のマサバの尾叉長組成は 34cm前後主体で、25cm

にもモードがみられた（図 6）。 

 

表 5 銚子港におけるさば類の水揚量 

さば類漁獲量 2019年 2020年 前年比

1月 21,931.7 9,475.7 0.43

2月 8,920.5 20,620.9 2.31

3月 8,684.0 14,163.0 1.63

4月 2,883.7 3,478.4 1.21

5月 2,369.6 2,204.7 0.93

合計 44,789.5 49,942.7 1.12
 

 

 

 

 

 

 

図 6 5月 27日銚子水揚のマサバ体長組成 

 

〇三重県奈屋浦港： 5月の水揚量は 4月の水揚量を下回る

とともに、前年を下回った（前年比 45％）（表 6）（図 7）。5月末

までさば類の水揚げがあったが、徐々に水揚物の主体は他魚

種に変化した。 

 

表 6 奈屋浦港におけるさば類の水揚量 

さば類漁獲量 2019年 2020年 前年比

1月 553.7 144.6 0.26

2月 8,056.1 2,381.2 0.30

3月 9,040.4 8,311.5 0.92

4月 10,044.3 6,399.6 0.64

5月 2,743.7 1,233.3 0.45

合計 30,438.2 18,470.2 0.61
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 2017～2020年の奈屋浦港における 

さば類水揚量の推移 

 

〇宮崎県北浦港：5月の水揚げ量は 4月を下回るとともに、前

年を下回った（前年比 34％）（表 7）（図 8）。5月下旬ごろから

水揚物の主体は他魚種に切り替わった。 

 

表 7 北浦港におけるさば類の水揚量 

さば類漁獲量 2019年 2020年 前年比

1月 724.1 120.8 0.17

2月 1,040.3 62.1 0.06

3月 6,299.7 7,816.1 1.24

4月 6,001.4 3,702.8 0.62

5月 2,811.4 954.3 0.34

合計 16,876.9 12,656.0 0.75
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 2017～2020年の北浦港における 

さば類の水揚量の推移 

 

4.日本海および東シナ海側のマサバについて 

松浦港：5月の水揚量は 4月を上回るとともに、前年も上回っ

た（前年比 142％）（表 8）（図 9） 。5月は東シナ海と対馬海域

主体の操業で、九州西沖でも操業があった。東シナ海、対馬

海域操業に関わらず、水揚物の尾叉長は 28cm主体、体重は

300g前後主体であった（図 10）（図 11）。 

 

表 8 松浦港におけるさば類の水揚量 

さば類漁獲量 2019年 2020年 前年比

1月 8,826.0 1,098.9 0.12

2月 4,764.3 1,725.4 0.36

3月 2,592.6 920.8 0.36

4月 1,450.9 1,336.0 0.92

5月 1,415.4 2,016.2 1.42

合計 19,049.2 7,097.3 0.37
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 2017～2020年の松浦港における 

さば類の水揚量の推移 

 

図 10 5月 22日松浦水揚のマサバ体長組成 

 

図 11 5月 22日松浦水揚のマサバ体重組成 

 



 

5.まとめ 

 太平洋側のマイワシは、石巻港の水揚状況、銚子沖のまき

網漁場の位置から判断すると、産卵を終えた群で東北海域に

北上したマイワシは例年に比べると少なく、北上が遅れている

ことが考えられる。一方で、5月 11日から道東でマイワシ棒受

網漁が開始され、中羽、小羽主体に漁場が形成された。東北

沖合に 9～10℃の北上暖水が存在し、釧路沖に暖水塊がある

ことから、相対的に豊度が高い当歳魚や 1歳魚を中心に、昨

年よりも早く道東沖合にマイワシ漁場が形成されたと考えられ

る。 

 太平洋側のマサバは奈屋浦や北浦では 5月下旬にはマサ

バ以外の魚種が水揚げ物の主体となり、産卵を終えた群は東

北海域へ北上したと考えられる。東北海域におけるまき網で

の漁獲は少なかったものの、定置網や底曳網での漁獲は多く、

このことを反映したものであると考えられる。 

 中西部日本海においては、マイワシは5月も引き続き好調で

あった。また、マイワシに加え、輸出の需要の高まりから値段

が高騰したウルメイワシやカタクチイワシ狙いの操業があった。

東シナ海、対馬海域ではマアジ、さば類が漁獲された。さば

類は引き続き、低調な漁模様続いているが、マアジは前年同

月を上回り、好調な漁模様であり、今後も期待される。 

（水産情報部） 


